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Abstract: In conventional remote communication system, it is different to realize the natural communication 
because the functions of video communication and information sharing are implemented separately. This 
study aims at realizing the informal communication based on the functions of face to face communication and 
sharing information. In this study, the tiled display communication environment that uses the video 
communication and touch interaction functions based on the fish-eye camera was constructed. This paper 
discusses the method of image processing for the video communication and touch interaction.. 
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1. はじめに 

近年、知的生産の向上に、組織や分野を超えたインフォ

ーマルなコミュニケーションの重要性が指摘されるよう

になってきた[1]。それに伴い、Skype 等の遠隔地間での映

像によるコミュニケーションツールが開発されてきた。 

しかし、従来の遠隔コミュニケーションは、単なる映像

のストリーミングに留まることが多く、情報の共有とコミ

ュニケーションがばらばらであるという問題点があった。

本研究では、タイルドディスプレイ[2]を用い、対面でデ

ィスプレイ情報を共有可能なコミュニケーション環境の

構築を目指している。特に魚眼カメラを用い、ユーザサイ

ドの空間センシングを行うことで、映像コミュニケーショ

ンと指先によるタッチインタラクションを同時に行える

システムの構築を行っている。本論文では、開発システム

の概要、これらの機能を実現するための魚眼カメラを用い

た画像処理手法について報告する。 

 

2. タイルドディスプレイ・コミュニケーション 

遠隔地間のコミュニケーションでは、相手の視線や注意

がどこを向いているかを相互に正しく把握することが重

要である。しかし従来のテレビ会議システムや Web 会議ア

プリケーションでは、利用者が顔を見合わせながら、画面

情報を共有し、表示コンテンツの指差し動作等を行うこと

が困難であるという問題点があった。特に雑談を含むイン

フォーマルなコミュニケーションでは、指差し動作等の直

感的なコミュニケーションができることが、重要と考えら

れる。 

インフォーマルなコミュニケーションに必要な機能と

しては、高精細で大画面なディスプレイに多種多様な視覚

情報を表示できる機能、コミュニケーションをとる上で対

面でお互いが相手の視線を把握できる機能、指差しやタッ

チ動作等による直感的なインタラクション機能が、重要と

考えられる。 

そこで、本研究では、複数の小型魚眼カメラを取り付け

たタイルドディスプレイを使用することにした。一般にタ

イルドディスプレイは各液晶パネルのベゼルが目障りに

なるが、本システムでは、ベゼル部分に魚眼カメラを取り

付けることで、ディスプレイ面を含めてタイルドディスプ

レイ前方の空間をセンシングすることでマルチカメラ映

像をもとにした映像コミュニケーションとタッチインタ

ラクションも同時に実現するスケーラブルなコラボレー

ション・ディスプレイとして利用を実現している（図 1）。 
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図 1:タイルドディスプレイの枠に取り付けた魚眼カメラ 

 

3. システムの要素機能 

本システムを実現するにあたり、2 つの要素機能が必要

である。1 つは魚眼カメラによるタッチインタラクション

機能の開発、2 つは魚眼カメラによる人物映像の補正およ

び合成機能の開発である。これらをタイルドディスプレイ

に実装し図 2 のシステムを構築した。 

 
図 2:タイルドディスプレイ・コミュニケーション環境 

 

3.1 タッチインタラクション 

本システムではタイルドディスプレイを構成する個々

の液晶パネルの 4 つの隅に魚眼レンズ付き小型カメラ(ケ

イヨーSPK-R705 CHB, Minilens 1.24mm)を取り付ける。こ

れらの4つのカメラの周辺映像でディスプレイの表面付近

を監視することで、どこで指が当たったか検出することが

できる。 

利用者の指先位置は撮影画像の周辺部に記録されるこ

とから、画像の指先映像を抽出し、画像中心から指先位置

の方向角度を求める。カメラの物理的座標は分かっている

ため、2 台のカメラに対する指先方向α、βの値から、指

先の位置座標を求めることができる（図 3）。各液晶パネル

毎にこの機能を実装することで、タイルドディスプレイ上

での直感的なインタラクションが可能になる。 

 

図 3:魚眼カメラによるタッチインタラクション 

 

3.2 映像のコミュニケーション 

本システムでは魚眼カメラを利用してディスプレイ前

方の人物映像を撮影するが、この際、画像に歪みが生じる。

そこで、歪み補正のための前処理としてチェックパターン

の交点座標の変化から、カメラパラメータと歪量を算出し、

画像の歪み補正を行ったが、魚眼レンズでは画像の端の部

分に歪みが残るため、歪みの少ない中心付近の 260×260

ピクセルの正方形部分を切り出し、その画像を利用するこ

とにした。 

補正した人物画像を UDP によって遠隔地に送信し、タイ

ルドディスプレイ上に表示する（図 4）。 

 

撮影映像

補正映像

使用する人物映像

図 4：人物像の補正方法 

 

4. おわりに 

本研究では、タイルドディスプレイを用いて、直感的な

インタラクションをもつ遠隔地間でのコミュニケーショ

ンの実現を目指し、魚眼カメラ映像を利用した。 

従来の遠隔会議システムではユーザ間のコミュニケー

ションと情報共有の機能がばらばらであったが、本研究に

よって遠隔地間でのインフォーマルな直感的コミュニケ

ーションが可能となり、知的生産の向上に向けたコラボレ

ーション環境の実現が期待される。 
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